
各地区の交通安全活動状況
これらの活動は皆様方からいただいた協力金・賛助金で行っています。
これからもご理解とご協力をお願いいたします。

◆立山町交通安全協会◆

利田長寿会の会員と利田小学校４年生児童が
一緒に、腹話術や交通安全クイズに挑戦しなが
ら歩行中や自転車利用に関する交通ルール等
を学び、交通安全意識を高めました。

◆富山西交通安全協会◆

管内１７の小学校に交通安全スローガンを募集
したところ、２７３作品の応募があり、優秀作１９
点を表彰しました。同作品はファボーレで展示
後、富山西署でも展示します。

◆射水交通安全協会◆

射水市戸破地区において、当協会、射水警察
署、射水市との共催で高齢者の交通安全意識
の向上と交通ルールの遵守を図るため、交通
安全ウォークラリー大会を開催しました。

◆上市区域交通安全協会◆

大岩山日石寺の六本滝において、地域住民の
夜間の交通事故防止を願い、反射材付のタス
キとLEDリストバンドを身に付けて、滝行を行
いました。

◆黒東交通安全協会◆

高齢者を対象に、反射材の活用や横断歩道の
利用とハンドサインの励行を呼びかける「たっ
しゃけ　気つけられェ」キャンペーンを実施し
ました。

◆氷見市交通安全協会◆

谷屋チェーン脱着場において、「横断歩道は歩
行者優先」のチラシとりんごをドライバーに配
布する「交通安全マナーUP（アップ）ルキャン
ペーン」を実施しました。

◆富山中央交通安全協会◆

保育園児等約１００人が手作りの交通安全旗等
を振り、道行くドライバーに交通ルールの遵守
と交通事故防止を呼び掛けました。

園児とその保護者や祖父母が交通安全につい
て楽しく学ぶ「三世代交流交通安全フェスティ
バル」を交通安全母の会と共に開催しました。

黒部警察署管内の死亡事故ゼロの記録が４５０
日を達成したことから、当協会黒部支部の日頃
の交通安全活動に対して黒部警察署長より県
警本部長感謝状の贈呈がありました。

◆黒部市交通安全協会◆

◆砺波市交通安全協会◆

般若中学校の生徒代表に、自転車の正しい乗
り方と知識・技能を身に付け、他の生徒の模範
になる様、交通安全リ－ダ－と記された腕章を
交付しました。

◆富山南交通安全協会◆

管内の幼稚園などで、模擬横断歩道を使用し
た交通安全教室を開催しました。横断歩道を上
手に渡れた園児を「くまちゃん」が出迎えると、
園児は大喜びでした。

◆魚津市交通センター◆

シートベルト・チャイルドシート着用徹底の日
に、魚津警察署中央交番前で魚津産の「２０世
紀梨」を配布する、交通事故「なし（梨）」シー
トベルト着用キャンペーンを実施しました。

◆南砺市交通安全協会◆

山野保育園年長園児が扮する警察官「やまの
キッズポリス」が「安全運転しんまい（新米）け
ー」と銘打ち、新米と交通安全チラシを運転者
に手渡し安全運転を呼び掛けました。

◆高岡交通安全協会◆

高齢者の交通事故防止を図るため、JA共済に
協力を得て、「見えチェック診断シミュレーショ
ン」などの機材を使った体験型講習会を開催し
ました。

◆滑川市交通安全協会◆

◆小矢部市交通安全協会◆

「稲葉山から世界へ届け交通安全メッセージ発
信キャンペーン」と題し、メルヘンポリスが交
通安全の願いを込めた「交通安全メッセージカ
ード」を付けた風船を一斉に飛ばしました。

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
意
識
の
リ
レ
ー
を

各地区の交通
安全活動はこ
ちらからもご覧
になれます。

　
会
報
の「
交
通
安
全
と
や
ま
」は
、富
山
県
内
の

各
市
町
村
交
通
安
全
協
会
の
様
々
な
活
動
を
拝

見
で
き
る
素
晴
ら
し
い
会
報
だ
と
感
じ
な
が
ら
毎

回
拝
読
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。我
々
、砺
波
市
交

通
安
全
協
会
も
昭
和
23
年
11
月
に
設
立
さ
れ
て

以
来
、77
年
の
歴
史
を
有
し
、現
在
は
21
支
部
が

市
民
と
と
も
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
当
協
会
は
、「
ゆ
ず
り
あ
う
心
で
ひ
ろ
が
る
無
事

故
の
輪
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、県
民
運
動
の
基

本
で
あ
る「
３
ア
ッ
プ
運
動
」（
マ
ナ
ー
u
p
、チ
ェッ

ク
u
p
、ラ
イ
ト
u
p
）を
通
じ
て
富
山
県
内
の
信

号
機
の
な
い
横
断
歩
道
に
お
け
る
一
時
停
止
率
が

31
･
６
％（
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
Ｆ
調
査
）と
全
国
平

均
よ
り
著
し
く
低
い
な
ど
の
市
民
の
生
命
を
脅
か

す
よ
う
な
事
例
に
対
応
す
る
運
動
な
ど
を
展
開

し
て
い
ま
す
。ま
た
、道
路
交
通
法
改
正
に
よ
り
自

転
車
を
含
む
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
交
通
ル
ー
ル
の
徹

底
、自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
な
ど
若

年
層
に
対
し
て
の
広
報
啓
発
活
動
も
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
活
動
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
次
世
代
に

繋
ぐ
活
動
と
し
て
、令
和
７
年
夏
の
交
通
安
全
県

民
運
動
期
間
中
に
、砺
波
市
立
庄
東
小
学
校
に
お

い
て
、庄
東
小
学
校
、般
若
中
学
校
の
両
校
全
校
生

徒
が
一
堂
に
会
し
、「
小
学
生
か
ら
中
学
生
へ
、中
学

生
か
ら
大
人
へ
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
合
同
交
通

安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
れ
は
若
年
層
の

交
通
安
全
意
識
の
向
上
と
次
世
代
へ
の
継
承
を
目

的
と
し
た
画
期
的
な
取
組
み
で
し
た
。交
通
安
全

教
室
で
は
交
通
安
全
教
育
車
の
体
験
に
加
え
、般

若
中
学
校
の
サ
イ
ク
ル
安
全
リ
ー
ダ
ー
の
２
名
が

小
学
生
に
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
を
指
導
し
ま

し
た
。更
に
、生
徒
た
ち
は
地
区
別（
８
地
区
）に

分
か
れ
、電
子
黒
板
や
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
活
用
し

て
、中
学
生
か
ら
小
学
生
に
通
学
路
の
危
険
個
所

を
具
体
的
に
説
明
し
、注
意
点
を
分
か
り
易
く
伝

え
ま
し
た
。最
後
に
小
学
生
か
ら
中
学
生
へ
、そ
し

て
中
学
生
か
ら
大
人
へ
と
リ
レ
ー
形
式
で
交
通
安

全
宣
言
を
行
い
、次
世
代
へ
の
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
と
リ
レ
ー
が
実
現
し
ま
し
た
。体
験
型
の
教

育
を
通
じ
て
子
供
達
が
自
ら
の
命
を
守
る
行
動
を

学
び
、そ
の
意
識
が
家
庭
や
地
域
に
波
及
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
様
な
新
し
い
活

動
の
試
み
を
交
え
な
が
ら
砺
波
市
の
交
通
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
方
、当
協
会
の
多
岐
に
わ
た
る
交
通
安
全

活
動
は
、長
年
に
わ
た
り
市
民
か
ら
の
賛
助
金
や

協
力
金
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
き
た
事
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、賛

助
金
や
協
力
金
の
減
少
傾
向
は
、協
会
の
活
動
継

続
を
脅
か
す
重
大
な
危
機
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。交
通
安
全
と
い
う
公
益
性
の
高
い
事
業
を
安

定
的
に
継
続
す
る
た
め
に
財
源
の
多
様
化
と
組
織

基
盤
の
強
靭
化
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。当

協
会
で
は
財
務
の
透
明
性
を
図
り
、賛
助
金
や
協

力
金
が
具
体
的
な
交
通
安
全
活
動
に
活
用
さ
れ

て
い
る
事
実
を
明
確
に
訴
求
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
協
会
の
広
報
紙「
と
な
み
交
通
安
全

だ
よ
り
」に
企
業
協
賛
金
を
活
用
し
た
り
、砺
波

市
が
行
っ
て
い
た
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
事

業
の
事
務
の
一
部
を
委
託
頂
い
た
り
す
る
な
ど
多

様
な
財
源
の
確
保
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
砺
波
市
交
通
安
全
協
会
は
、砺
波
警

察
署
、砺
波
市
、市
内
各
自
治
振
興
会
な
ど
関
係

各
機
関
、団
体
の
皆
様
方
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

「
安
全
、安
心
な
砺
波
市
」と
な
り
ま
す
よ
う
に
市

民
の
皆
様
と
と
も
に「
交
通
事
故
ゼ
ロ
」を
目
指
し

て
交
通
安
全
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

砺
波
市
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　会
長坂

本 

吉
隆

令
和
７
年
度
交
通
安
全
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
富
山
県
交
通
安
全
県
民
大
会
の
開
催

交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銅
章
」
表
彰
（
交
通
安
全
功
労
者
・
優
良
安

全
運
転
管
理
者
・
優
良
運
転
者
）
の
受
賞
者
代
表
に
翠
田
章
男
富
山

県
交
通
安
全
協
会
会
長
よ
り
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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第
５７
回
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
全
国
大
会

〜
南
砺
市
立
南
砺
つ
ば
き
学
舎
団
体
総
合
14
位
〜

　
８
月
６
日
㈬
、東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト（
東
京
都

内
）等
に
お
い
て「
第
57
回
交
通
安
全
こ
ど
も

自
転
車
全
国
大
会
」が
猛
暑
の
な
か
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
各
都
道
府
県
の
代
表
42
校
の

選
手
１
６
８
人
が
集
い
学
科
テ
ス
ト
と
実
技（

法
規
、技
能
）テ
ス
ト
で
競
い
ま
し
た
。当
県
代

表
と
し
て
出
場
し
た
南
砺
市
立
南
砺
つ
ば
き

学
舎【
平
松
蒼
唯（
小
６
）、中
島
悠
月（
小
５
）、

髙
田
玲
奈（
小
５
）、平
田
想（
小
６
）】の
児
童

た
ち
は
、上
位
入
賞
を
目
標
に
夏
休
み
期
間
中

も
練
習
に
励
み
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

　
結
果
は
団
体
総
合
14
位
で
惜
し
く
も
目
標

に一
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
が
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
思
い
出
に
残
る
有
意
義
な
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

北
陸
三
県
統一

　
　
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
実
施

シ
ニ
ア
の
た
め
の

　
　
　
　
　  

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク

〜
運
転
に
必
要
な
身
体
機
能
を
無
料
で
出
張

検
査
し
ま
す
〜

　
安
全
に
運
転
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ

て
も
、身
体
の
機
能
が
低
下
す
る
と
運
転
に
必

要
な
情
報
が
キ
ャ
ッ
チ
で
き
な
か
っ
た
り
運
転

操
作
が
遅
れ
た
り
し
て
、思
い
も
よ
ら
な
い
事

故
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
検
査
機
器（
視
野
診
断
計・動
体
認
知
測
定

装
置・ド
ラ
イ
ブ
チ
ェッ
カ
ー・点
灯
く
ん
ミ
ニ
）を

使
用
し
て
、ご
自
身
の
身
体
機
能
を
検
査
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
　

　
地
域
の
集
ま

り
や
事
業
所
で

行
う
交
通
安
全

教
室
な
ど
の
行
事

や
催
し
物
で
出
張

検
査
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
お
住

い
の
地
域
の
支
部

交
通
安
全
協
会

ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

令
和
７
年
度
交
通
安
全
フ
ォ
ー
ラ
ム

富
山
県
交
通
安
全
県
民
大
会
の
開
催

　
　
〜
２
６
１
人
22
団
体
を
表
彰
〜

　
９
月
３
日
㈬
富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い

て「
令
和
７
年
度
交
通
安
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、並

び
に「
富
山
県
交
通
安
全
県
民
大
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
富
山
県
交
通
対
策
協
議
会（
県・県
警
察・県

教
育
委
員
会・県
交
通
安
全
協
会
）が
主
催
し

た
第
一
部「
富
山
県
交
通
安
全
県
民
大
会
」で

は
、表
彰
に
先
立
ち
出
席
者
全
員
が
交
通
事
故

犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
黙
と
う
を
捧
げ
、佐
藤

一
絵
副
知
事
が
新
田
八
朗
知
事
の
あ
い
さ
つ
を

代
読
し
ま
し
た
。そ
の
後
長
年
に
わ
た
り
地
域

の
交
通
安
全
活
動
に
従
事
・
貢
献
し
た
個
人

２
６
１
人
と
22
団
体
に
表
彰
状
等
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
交
通
指
導
員
や
小
矢

部
市
交
通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
長
き
に
わ

た
り
交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
白
川
孝
一
氏
が「
悲
惨
な
交
通

事
故
に
よ
る
被
害
者
が一人
で
も
減
る
よ
う
、よ

り
一
層
の
努
力
を
続
け
た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
、

最
後
に
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
の
花
田

礼
子
会
長
が「
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
の

車
の一
時
停
止
の
徹
底
」、「
反
射
材
用
品
等
の

着
用
促
進
等
に
よ
る
、交
通
安
全
対
策
の
推

進
」等
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
宣
言
案
を
読
み

上
げ
、参
加
者
の
賛
同
を
得
て
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
内
閣
府
と
富
山
県
が
共
催
し
て
行
っ

た
第
二
部「
令
和
７
年
度
交
通
安
全
フ
ォ
ー
ラ

ム
」で
は
、新
潟
大
学
工
学
部・教
育
学
部
の
村

山
敏
夫
准
教
授
が
基
調
講
演
し
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョン
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

【
富
山
県
部
門
功
労
表
彰
】

個
人
：
山
本
晃
正
、中
山
信
昭
、國
谷
伸
五
、

野
中
律
子
、白
川
孝
一

【
富
山
県
交
通
対
策
協
議
会
表
彰
】

個
人
：
石
﨑
武
志
、花
田
礼
子
、牧
田
博
明
、

橋
本
恭
一、古
市
猛
廣
、木
村
和
子
、大
楠
匡
子
、

榊
悟
常
、

団
体
：
入
善
町
交
通
安
全
母
の
会
、み
つ
ば
保

育
園
ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ

【
中
部
管
区
警
察
局
長・中
部
交
通
安
全
協
会

協
議
会
長
表
彰
】

・交
通
安
全
功
労
者
：
新
庄
一洋
ほ
か
11
名

・優
良
運
転
者
：
石
坂
智
雅
子
ほ
か
19
名

・交
通
安
全
功
労
団
体
：
二
口
地
区
長
寿
会

【
富
山
県
警
察
本
部
長・富
山
県
交
通
安
全
協

会
長
表
彰
】

・一般
交
通
安
全
功
労
者
：
浅
草
隆
ほ
か
10
名

・交
通
安
全
功
労
団
体
：

〔
学
校
〕富
山
市
立
月
岡
小
学
校
ほ
か
３
校

〔
一般
〕Ｙ
Ｋ
Ｋ
株
式
会
社
黒
部
事
業
所
ほ
か
14

事
業
所

・優
良
交
通
指
導
員・地
域
交
通
安
全
活
動
推

進
委
員
：
澤
川
勝
美
ほ
か
20
名

・優
良
運
転
者
：
西
村
正
ほ
か
63
名

・支
部
協
会
功
労
役
職
員
：
井
田
道
秋
ほ
か
15
名

【
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰（
交
通
栄
誉

章「
緑
十
字
銅
章
」）】

・交
通
安
全
功
労
者
：
岩
﨑
修
ほ
か
28
名

・優
良
安
全
運
転
管
理
者
：
土
肥
孝
之
ほ
か
９
名

・優
良
運
転
者
：
大
坪
君
子
ほ
か
47
名

【
富
山
県
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
】

・交
通
安
全
功
労
警
察
官
：
木
倉
宏
泰
ほ
か
16
名

中部管区警察局長・中部交通安全
協会協議会長連名表彰受ける方々

団体総合14位と大健闘した南砺市立南砺つばき学舎の
選手たち

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

　
　
　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
開
催

　
10
月
中
に
県
内
４
ヵ
所（
富
山・高
岡・魚
津・

砺
波
）で
、地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
を

対
象
に
し
た
研
修
会
を
県
交
通
安
全
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

※
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
と
は
、地

域
交
通
に
関
す
る
モ
ラ
ル
を
向
上
さ
せ
、交
通

安
全
の
確
保
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の

リ
ー
ダ
ー
の
事
を
指
し
ま
す
。

　
研
修
会
で
は
県
警
察
本
部
か
ら
講
師
を
招

き
、県
内
の
交
通
事
故
情
勢
、来
年
度
か
ら
始

ま
る
自
転
車
の
青
切
符
導
入
な
ど
の
道
路
交

通
法
令
の
改
正
点
、及
び
推
進
委
員
の
心
構
え

や
活
動
要
点
に
つい
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
推
進
委
員
か
ら
は
、「
引
き
続
き

地
域
の
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
交
通
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
活
動
し
た
い
。」と
の
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

自
転
車
安
全
教
育
指
導
員

　
　
　
　
　
　  

養
成
講
習
会
の
開
催

　
10
月
28
日
㈫
県
交
通
公
園
交
通
安
全
博
物

館
等
に
お
い
て
、県
自
転
車
安
全
教
育
推
進
委

員
会
が
主
催
し
て「
自
転
車
安
全
教
育
指
導

員
養
成
講
習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
に
は
県
内
各
地
か
ら
新
規
の
指
導

員
を
含
む
16
名
が
参
加
し
、各
地
域
で
実
施
さ

れ
る
自
転
車
教
室
な
ど
で
指
導
す
る
際
の
要

領
や
注
意
点
等
を
習
得
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
指
導
員
か
ら
は
、「
来
年
度
か
ら

始
ま
る
青
切
符
導
入
や
車
両
の
点
検
整
備
ポ

イ
ン
ト
の
説
明
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
。今
後

指
導
す
る
際
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」と
の
声

が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

横
断
歩
道

「
止
ま
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
動
推
進
中

　
〜一時
停
止
率
が
60
．９
％
に
な
り
ま
し
た
〜

　
当
協
会
と
富
山
エ
フ
エ
ム
放
送
、及
び
県
安

全
運
転
管
理
者
協
会
で
は
、県
内
事
業
所
の
協

賛
を
得
て
６
月
下
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
の
２

か
月
間
に
わ
た
り
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
で
信
号
機
の
な

い
横
断
歩
道
で
の一時
停
止（
歩
行
者
優
先
）を

県
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
放
送
期
間
中
の
８
月
に
日
本
自

動
車
連
盟（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）が
実
施
し
た
信
号
機
の

な
い
横
断
歩
道
で
の
車
両
の一
時
停
止
率
に
関

す
る
全
国
調
査
の
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、富
山

県
は
全
国
平
均
の
56
．７
％
を
上
回
り
過
去
最

高
の
停
止
率
と
な
る
60
．９
％
で
全
国
22
位
と

な
り
、昨
年
の
全
国
最
下
位（
31
．６
％
）か
ら
脱

却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、未
だ
に
約
４
割
の
車
両
が一

時
停
止
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
歩
行
者
優
先
意
識
が
向
上
し

一時
停
止
す
る
車
両
が
増
え
横
断
歩
道
上
で
の

交
通
事
故
が
１
件
で
も
少
な
く
な
る
よ
う
県

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
】

 

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
優

先
は
、
交
通
マ
ナ
ー
で
は
な
く
交
通
ル
ー
ル

で
す
。
歩
行
者
が
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
場
合

は
一
時
停
止
し
横
断
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

【
歩
行
者
の
皆
さ
ん
】

　
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
横
断
歩
道

を
渡
る
意
思
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
止

ま
っ
て
く
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
「
あ
り
が

と
う
」
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・ 

12
月
17
日
㈬
：
シ
ー
ト
ベ
ル
ト･

チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
徹
底
の
日

・ 

12
月
18
日
㈭
：
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通

事
故
防
止
の
日

　
年
末
は
降
雪・凍
結
等
に
よ
り
道
路
環
境
が

悪
化
す
る
中
で
、気
ぜ
わ
し
さ
も
あ
い
ま
っ
て
、

交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、飲
酒
の
機
会
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
マ
ナ
ー
向
上
を
呼
び
掛

け
る
こ
と
に
よ
り
、県
民
の
交
通
安
全
意
識
を

高
め
、交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
今
年
も

実
施
さ
れ
ま
す
。

期
　
間
　

令
和
７
年
12
月
11
日
㈭
〜
12
月
20
日
㈯

ス
ロ
ー
ガ
ン
　

ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
　
雪
の
ふ
る
里
　
北
陸
路

運
動
重
点

１
　
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　（
北
陸
三
県
統
一重
点
）

２
　
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

３
　
飲
酒
運
転
等
の
悪
質・危
険
な
運
転
の
根

絶

４
　
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

利
用
時
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の

徹
底
と
ヘル
メ
ッ
ト
の
着
用
促
進

活
動
重
点
日

・ 

12
月
11
日
㈭
：
横
断
歩
道
お
も
い
や
り
の
日

・ 

12
月
12
日
㈮
：
飲
酒
運
転
根
絶
の
日

・ 

12
月
15
日
㈪
：
高
齢
者
交
通
安
全
呼
び
掛

け
の
日

自転車の青切符導入などの道路交通法改正
点の説明を受ける推進委員

す
る
た
め
の

知
識
と
技
能

を
再
確
認
し
、

習
慣
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、

自
動
車
事
故

の
防
止
と
マ
ナ

ー
向
上
を
図

る
こ
と
を
目

的
に
、県
警
・

県
交
通
対
策

協
議
会・県
老

人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
協
力

を
得
て「
第
３

回
シ
ル
バ
ー
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
」を

開
催
し
ま
し

た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
県
下
15
支
部
交
通
安
全
協

会
か
ら
65
歳
以
上
の
高
齢
者
32
名（
16
チ
ー

ム
）が
参
加
し
て
学
科
テ
ス
ト
と
実
技
テ
ス
ト
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、団
体
の
部
は
戸
出
西
部
支

部（
高
岡
①
）、個
人
の
部
は
荒
木
敏
一さ
ん（
高

岡
①
）が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、競
技
の
合
間
に
視
野
診
断
計
や
動
体

認
知
測
定
装
置
な
ど
の
体
験
を
行
い
、自
身
の

身
体
機
能
も
チ
ェッ
ク
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

■
団
体
：
優
勝 

戸
出
西
部
支
部（
高
岡
①
）、

準
優
勝 

中
田
支
部（
高
岡
②
）、第
３
位 

ス

マ
イ
リ
ー
釜
ヶ
渕（
立
山
）

■
個
人
：
優
勝 

荒
木
敏
一（
高
岡
①
）、準
優
勝 

明
稔（
富
山
南
）、第
３
位
　山
本
和
夫（
南

砺
）、④
木
本
勉
義（
高
岡
①
）、⑤
岡
部
正
一

（
上
市
）、⑥
金
山
範
雄（
立
山
）、⑥
長
谷
川

修（
射
水
）、⑧
大
懸
昭
春（
黒
部
）

■
敢
闘
賞
：
浅
倉
日
登
美（
立
山
）

第
３
回
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

　
10
月
18
日
㈯
県
運
転
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、高
齢
者
を
対
象
に
自
動
車
の
安
全
運
転
を

狭路通行にチャレンジする選手

視野診断計：「自分の目がどのくらいの範囲（上下左
右）まで見えているか」を検査することができます。

－３－ －２－

～守ろうよ　チャイルドシートで　子の未来～交通安全年間スローガン（運転者・同乗者）～危険です　ながらスマホで　踏むペダル～交通安全年間スローガン（歩行者・自転車）



第
５７
回
交
通
安
全
こ
ど
も
自
転
車
全
国
大
会

〜
南
砺
市
立
南
砺
つ
ば
き
学
舎
団
体
総
合
14
位
〜

　
８
月
６
日
㈬
、東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ
ト（
東
京
都

内
）等
に
お
い
て「
第
57
回
交
通
安
全
こ
ど
も

自
転
車
全
国
大
会
」が
猛
暑
の
な
か
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
に
は
各
都
道
府
県
の
代
表
42
校
の

選
手
１
６
８
人
が
集
い
学
科
テ
ス
ト
と
実
技（

法
規
、技
能
）テ
ス
ト
で
競
い
ま
し
た
。当
県
代

表
と
し
て
出
場
し
た
南
砺
市
立
南
砺
つ
ば
き

学
舎【
平
松
蒼
唯（
小
６
）、中
島
悠
月（
小
５
）、

髙
田
玲
奈（
小
５
）、平
田
想（
小
６
）】の
児
童

た
ち
は
、上
位
入
賞
を
目
標
に
夏
休
み
期
間
中

も
練
習
に
励
み
大
会
に
挑
み
ま
し
た
。

　
結
果
は
団
体
総
合
14
位
で
惜
し
く
も
目
標

に一
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
が
ベ

ス
ト
を
尽
く
し
思
い
出
に
残
る
有
意
義
な
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

北
陸
三
県
統一

　
　
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
の
実
施

シ
ニ
ア
の
た
め
の

　
　
　
　
　  

ド
ラ
イ
バ
ー
ズ
ク
リ
ニ
ッ
ク

〜
運
転
に
必
要
な
身
体
機
能
を
無
料
で
出
張

検
査
し
ま
す
〜

　
安
全
に
運
転
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ

て
も
、身
体
の
機
能
が
低
下
す
る
と
運
転
に
必

要
な
情
報
が
キ
ャ
ッ
チ
で
き
な
か
っ
た
り
運
転

操
作
が
遅
れ
た
り
し
て
、思
い
も
よ
ら
な
い
事

故
を
招
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
検
査
機
器（
視
野
診
断
計・動
体
認
知
測
定

装
置・ド
ラ
イ
ブ
チ
ェッ
カ
ー・点
灯
く
ん
ミ
ニ
）を

使
用
し
て
、ご
自
身
の
身
体
機
能
を
検
査
し
て

み
ま
せ
ん
か
？
　

　
地
域
の
集
ま

り
や
事
業
所
で

行
う
交
通
安
全

教
室
な
ど
の
行
事

や
催
し
物
で
出
張

検
査
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
お
住

い
の
地
域
の
支
部

交
通
安
全
協
会

ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

令
和
７
年
度
交
通
安
全
フ
ォ
ー
ラ
ム

富
山
県
交
通
安
全
県
民
大
会
の
開
催

　
　
〜
２
６
１
人
22
団
体
を
表
彰
〜

　
９
月
３
日
㈬
富
山
県
民
会
館
ホ
ー
ル
に
お
い

て「
令
和
７
年
度
交
通
安
全
フ
ォ
ー
ラ
ム
」、並

び
に「
富
山
県
交
通
安
全
県
民
大
会
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
富
山
県
交
通
対
策
協
議
会（
県・県
警
察・県

教
育
委
員
会・県
交
通
安
全
協
会
）が
主
催
し

た
第
一
部「
富
山
県
交
通
安
全
県
民
大
会
」で

は
、表
彰
に
先
立
ち
出
席
者
全
員
が
交
通
事
故

犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
黙
と
う
を
捧
げ
、佐
藤

一
絵
副
知
事
が
新
田
八
朗
知
事
の
あ
い
さ
つ
を

代
読
し
ま
し
た
。そ
の
後
長
年
に
わ
た
り
地
域

の
交
通
安
全
活
動
に
従
事
・
貢
献
し
た
個
人

２
６
１
人
と
22
団
体
に
表
彰
状
等
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
交
通
指
導
員
や
小
矢

部
市
交
通
安
全
協
会
役
員
と
し
て
長
き
に
わ

た
り
交
通
安
全
思
想
の
普
及
啓
発
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
白
川
孝
一
氏
が「
悲
惨
な
交
通

事
故
に
よ
る
被
害
者
が一人
で
も
減
る
よ
う
、よ

り
一
層
の
努
力
を
続
け
た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
、

最
後
に
県
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
の
花
田

礼
子
会
長
が「
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
の

車
の一
時
停
止
の
徹
底
」、「
反
射
材
用
品
等
の

着
用
促
進
等
に
よ
る
、交
通
安
全
対
策
の
推

進
」等
を
盛
り
込
ん
だ
大
会
宣
言
案
を
読
み

上
げ
、参
加
者
の
賛
同
を
得
て
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
内
閣
府
と
富
山
県
が
共
催
し
て
行
っ

た
第
二
部「
令
和
７
年
度
交
通
安
全
フ
ォ
ー
ラ

ム
」で
は
、新
潟
大
学
工
学
部・教
育
学
部
の
村

山
敏
夫
准
教
授
が
基
調
講
演
し
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョン
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

【
富
山
県
部
門
功
労
表
彰
】

個
人
：
山
本
晃
正
、中
山
信
昭
、國
谷
伸
五
、

野
中
律
子
、白
川
孝
一

【
富
山
県
交
通
対
策
協
議
会
表
彰
】

個
人
：
石
﨑
武
志
、花
田
礼
子
、牧
田
博
明
、

橋
本
恭
一、古
市
猛
廣
、木
村
和
子
、大
楠
匡
子
、

榊
悟
常
、

団
体
：
入
善
町
交
通
安
全
母
の
会
、み
つ
ば
保

育
園
ら
い
ち
ょ
う
ク
ラ
ブ

【
中
部
管
区
警
察
局
長・中
部
交
通
安
全
協
会

協
議
会
長
表
彰
】

・交
通
安
全
功
労
者
：
新
庄
一洋
ほ
か
11
名

・優
良
運
転
者
：
石
坂
智
雅
子
ほ
か
19
名

・交
通
安
全
功
労
団
体
：
二
口
地
区
長
寿
会

【
富
山
県
警
察
本
部
長・富
山
県
交
通
安
全
協

会
長
表
彰
】

・一般
交
通
安
全
功
労
者
：
浅
草
隆
ほ
か
10
名

・交
通
安
全
功
労
団
体
：

〔
学
校
〕富
山
市
立
月
岡
小
学
校
ほ
か
３
校

〔
一般
〕Ｙ
Ｋ
Ｋ
株
式
会
社
黒
部
事
業
所
ほ
か
14

事
業
所

・優
良
交
通
指
導
員・地
域
交
通
安
全
活
動
推

進
委
員
：
澤
川
勝
美
ほ
か
20
名

・優
良
運
転
者
：
西
村
正
ほ
か
63
名

・支
部
協
会
功
労
役
職
員
：
井
田
道
秋
ほ
か
15
名

【
全
日
本
交
通
安
全
協
会
長
表
彰（
交
通
栄
誉

章「
緑
十
字
銅
章
」）】

・交
通
安
全
功
労
者
：
岩
﨑
修
ほ
か
28
名

・優
良
安
全
運
転
管
理
者
：
土
肥
孝
之
ほ
か
９
名

・優
良
運
転
者
：
大
坪
君
子
ほ
か
47
名

【
富
山
県
交
通
安
全
協
会
長
表
彰
】

・交
通
安
全
功
労
警
察
官
：
木
倉
宏
泰
ほ
か
16
名

中部管区警察局長・中部交通安全
協会協議会長連名表彰受ける方々

団体総合14位と大健闘した南砺市立南砺つばき学舎の
選手たち

地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員

　
　
　
　
　
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
の
開
催

　
10
月
中
に
県
内
４
ヵ
所（
富
山・高
岡・魚
津・

砺
波
）で
、地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
を

対
象
に
し
た
研
修
会
を
県
交
通
安
全
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

※
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委
員
と
は
、地

域
交
通
に
関
す
る
モ
ラ
ル
を
向
上
さ
せ
、交
通

安
全
の
確
保
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
た
め
の

リ
ー
ダ
ー
の
事
を
指
し
ま
す
。

　
研
修
会
で
は
県
警
察
本
部
か
ら
講
師
を
招

き
、県
内
の
交
通
事
故
情
勢
、来
年
度
か
ら
始

ま
る
自
転
車
の
青
切
符
導
入
な
ど
の
道
路
交

通
法
令
の
改
正
点
、及
び
推
進
委
員
の
心
構
え

や
活
動
要
点
に
つい
て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
推
進
委
員
か
ら
は
、「
引
き
続
き

地
域
の
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
交
通
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
活
動
し
た
い
。」と
の
声
が
多

く
聞
か
れ
ま
し
た
。

自
転
車
安
全
教
育
指
導
員

　
　
　
　
　
　  

養
成
講
習
会
の
開
催

　
10
月
28
日
㈫
県
交
通
公
園
交
通
安
全
博
物

館
等
に
お
い
て
、県
自
転
車
安
全
教
育
推
進
委

員
会
が
主
催
し
て「
自
転
車
安
全
教
育
指
導

員
養
成
講
習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
習
会
に
は
県
内
各
地
か
ら
新
規
の
指
導

員
を
含
む
16
名
が
参
加
し
、各
地
域
で
実
施
さ

れ
る
自
転
車
教
室
な
ど
で
指
導
す
る
際
の
要

領
や
注
意
点
等
を
習
得
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
指
導
員
か
ら
は
、「
来
年
度
か
ら

始
ま
る
青
切
符
導
入
や
車
両
の
点
検
整
備
ポ

イ
ン
ト
の
説
明
が
大
変
参
考
に
な
っ
た
。今
後

指
導
す
る
際
に
活
か
し
て
い
き
た
い
」と
の
声

が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

横
断
歩
道

「
止
ま
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
動
推
進
中

　
〜一時
停
止
率
が
60
．９
％
に
な
り
ま
し
た
〜

　
当
協
会
と
富
山
エ
フ
エ
ム
放
送
、及
び
県
安

全
運
転
管
理
者
協
会
で
は
、県
内
事
業
所
の
協

賛
を
得
て
６
月
下
旬
か
ら
８
月
下
旬
ま
で
の
２

か
月
間
に
わ
た
り
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
で
信
号
機
の
な

い
横
断
歩
道
で
の一時
停
止（
歩
行
者
優
先
）を

県
民
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
放
送
期
間
中
の
８
月
に
日
本
自

動
車
連
盟（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）が
実
施
し
た
信
号
機
の

な
い
横
断
歩
道
で
の
車
両
の一
時
停
止
率
に
関

す
る
全
国
調
査
の
結
果
に
よ
り
ま
す
と
、富
山

県
は
全
国
平
均
の
56
．７
％
を
上
回
り
過
去
最

高
の
停
止
率
と
な
る
60
．９
％
で
全
国
22
位
と

な
り
、昨
年
の
全
国
最
下
位（
31
．６
％
）か
ら
脱

却
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、未
だ
に
約
４
割
の
車
両
が一

時
停
止
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
ド
ラ
イ
バ
ー
の
歩
行
者
優
先
意
識
が
向
上
し

一時
停
止
す
る
車
両
が
増
え
横
断
歩
道
上
で
の

交
通
事
故
が
１
件
で
も
少
な
く
な
る
よ
う
県

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
】

 

信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
優

先
は
、
交
通
マ
ナ
ー
で
は
な
く
交
通
ル
ー
ル

で
す
。
歩
行
者
が
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
場
合

は
一
時
停
止
し
横
断
を
妨
げ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。

【
歩
行
者
の
皆
さ
ん
】

　
ハ
ン
ド
サ
イ
ン
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
横
断
歩
道

を
渡
る
意
思
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
止

ま
っ
て
く
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
「
あ
り
が

と
う
」
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

・ 

12
月
17
日
㈬
：
シ
ー
ト
ベ
ル
ト･

チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
着
用
徹
底
の
日

・ 

12
月
18
日
㈭
：
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通

事
故
防
止
の
日

　
年
末
は
降
雪・凍
結
等
に
よ
り
道
路
環
境
が

悪
化
す
る
中
で
、気
ぜ
わ
し
さ
も
あ
い
ま
っ
て
、

交
通
事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、飲
酒
の
機
会
も
増
え
る
こ
と
か
ら
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
マ
ナ
ー
向
上
を
呼
び
掛

け
る
こ
と
に
よ
り
、県
民
の
交
通
安
全
意
識
を

高
め
、交
通
事
故
防
止
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が
今
年
も

実
施
さ
れ
ま
す
。

期
　
間
　

令
和
７
年
12
月
11
日
㈭
〜
12
月
20
日
㈯

ス
ロ
ー
ガ
ン
　

ゆ
っ
く
り
走
ろ
う
　
雪
の
ふ
る
里
　
北
陸
路

運
動
重
点

１
　
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　（
北
陸
三
県
統
一重
点
）

２
　
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

３
　
飲
酒
運
転
等
の
悪
質・危
険
な
運
転
の
根

絶

４
　
自
転
車
・
特
定
小
型
原
動
機
付
自
転
車

利
用
時
の
交
通
ル
ー
ル
の
理
解
・
遵
守
の

徹
底
と
ヘル
メ
ッ
ト
の
着
用
促
進

活
動
重
点
日

・ 

12
月
11
日
㈭
：
横
断
歩
道
お
も
い
や
り
の
日

・ 

12
月
12
日
㈮
：
飲
酒
運
転
根
絶
の
日

・ 

12
月
15
日
㈪
：
高
齢
者
交
通
安
全
呼
び
掛

け
の
日

自転車の青切符導入などの道路交通法改正
点の説明を受ける推進委員

す
る
た
め
の

知
識
と
技
能

を
再
確
認
し
、

習
慣
付
け
る

こ
と
に
よ
り
、

自
動
車
事
故

の
防
止
と
マ
ナ

ー
向
上
を
図

る
こ
と
を
目

的
に
、県
警
・

県
交
通
対
策

協
議
会・県
老

人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
協
力

を
得
て「
第
３

回
シ
ル
バ
ー
ド

ラ
イ
ビ
ン
グ
コ

ン
テ
ス
ト
」を

開
催
し
ま
し

た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
県
下
15
支
部
交
通
安
全
協

会
か
ら
65
歳
以
上
の
高
齢
者
32
名（
16
チ
ー

ム
）が
参
加
し
て
学
科
テ
ス
ト
と
実
技
テ
ス
ト
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、団
体
の
部
は
戸
出
西
部
支

部（
高
岡
①
）、個
人
の
部
は
荒
木
敏
一さ
ん（
高

岡
①
）が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、競
技
の
合
間
に
視
野
診
断
計
や
動
体

認
知
測
定
装
置
な
ど
の
体
験
を
行
い
、自
身
の

身
体
機
能
も
チ
ェッ
ク
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

■
団
体
：
優
勝 

戸
出
西
部
支
部（
高
岡
①
）、

準
優
勝 

中
田
支
部（
高
岡
②
）、第
３
位 

ス

マ
イ
リ
ー
釜
ヶ
渕（
立
山
）

■
個
人
：
優
勝 

荒
木
敏
一（
高
岡
①
）、準
優
勝 

明
稔（
富
山
南
）、第
３
位
　山
本
和
夫（
南

砺
）、④
木
本
勉
義（
高
岡
①
）、⑤
岡
部
正
一

（
上
市
）、⑥
金
山
範
雄（
立
山
）、⑥
長
谷
川

修（
射
水
）、⑧
大
懸
昭
春（
黒
部
）

■
敢
闘
賞
：
浅
倉
日
登
美（
立
山
）

第
３
回
シ
ル
バ
ー
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト
の
開
催

　
10
月
18
日
㈯
県
運
転
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、高
齢
者
を
対
象
に
自
動
車
の
安
全
運
転
を

狭路通行にチャレンジする選手

視野診断計：「自分の目がどのくらいの範囲（上下左
右）まで見えているか」を検査することができます。

－３－ －２－

～守ろうよ　チャイルドシートで　子の未来～交通安全年間スローガン（運転者・同乗者）～危険です　ながらスマホで　踏むペダル～交通安全年間スローガン（歩行者・自転車）



各地区の交通安全活動状況
これらの活動は皆様方からいただいた協力金・賛助金で行っています。
これからもご理解とご協力をお願いいたします。

◆立山町交通安全協会◆

利田長寿会の会員と利田小学校４年生児童が
一緒に、腹話術や交通安全クイズに挑戦しなが
ら歩行中や自転車利用に関する交通ルール等
を学び、交通安全意識を高めました。

◆富山西交通安全協会◆

管内１７の小学校に交通安全スローガンを募集
したところ、２７３作品の応募があり、優秀作１９
点を表彰しました。同作品はファボーレで展示
後、富山西署でも展示します。

◆射水交通安全協会◆

射水市戸破地区において、当協会、射水警察
署、射水市との共催で高齢者の交通安全意識
の向上と交通ルールの遵守を図るため、交通
安全ウォークラリー大会を開催しました。

◆上市区域交通安全協会◆

大岩山日石寺の六本滝において、地域住民の
夜間の交通事故防止を願い、反射材付のタス
キとLEDリストバンドを身に付けて、滝行を行
いました。

◆黒東交通安全協会◆

高齢者を対象に、反射材の活用や横断歩道の
利用とハンドサインの励行を呼びかける「たっ
しゃけ　気つけられェ」キャンペーンを実施し
ました。

◆氷見市交通安全協会◆

谷屋チェーン脱着場において、「横断歩道は歩
行者優先」のチラシとりんごをドライバーに配
布する「交通安全マナーUP（アップ）ルキャン
ペーン」を実施しました。

◆富山中央交通安全協会◆

保育園児等約１００人が手作りの交通安全旗等
を振り、道行くドライバーに交通ルールの遵守
と交通事故防止を呼び掛けました。

園児とその保護者や祖父母が交通安全につい
て楽しく学ぶ「三世代交流交通安全フェスティ
バル」を交通安全母の会と共に開催しました。

黒部警察署管内の死亡事故ゼロの記録が４５０
日を達成したことから、当協会黒部支部の日頃
の交通安全活動に対して黒部警察署長より県
警本部長感謝状の贈呈がありました。

◆黒部市交通安全協会◆

◆砺波市交通安全協会◆

般若中学校の生徒代表に、自転車の正しい乗
り方と知識・技能を身に付け、他の生徒の模範
になる様、交通安全リ－ダ－と記された腕章を
交付しました。

◆富山南交通安全協会◆

管内の幼稚園などで、模擬横断歩道を使用し
た交通安全教室を開催しました。横断歩道を上
手に渡れた園児を「くまちゃん」が出迎えると、
園児は大喜びでした。

◆魚津市交通センター◆

シートベルト・チャイルドシート着用徹底の日
に、魚津警察署中央交番前で魚津産の「２０世
紀梨」を配布する、交通事故「なし（梨）」シー
トベルト着用キャンペーンを実施しました。

◆南砺市交通安全協会◆

山野保育園年長園児が扮する警察官「やまの
キッズポリス」が「安全運転しんまい（新米）け
ー」と銘打ち、新米と交通安全チラシを運転者
に手渡し安全運転を呼び掛けました。

◆高岡交通安全協会◆

高齢者の交通事故防止を図るため、JA共済に
協力を得て、「見えチェック診断シミュレーショ
ン」などの機材を使った体験型講習会を開催し
ました。

◆滑川市交通安全協会◆

◆小矢部市交通安全協会◆

「稲葉山から世界へ届け交通安全メッセージ発
信キャンペーン」と題し、メルヘンポリスが交
通安全の願いを込めた「交通安全メッセージカ
ード」を付けた風船を一斉に飛ばしました。

交
通
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
意
識
の
リ
レ
ー
を

各地区の交通
安全活動はこ
ちらからもご覧
になれます。

　
会
報
の「
交
通
安
全
と
や
ま
」は
、富
山
県
内
の

各
市
町
村
交
通
安
全
協
会
の
様
々
な
活
動
を
拝

見
で
き
る
素
晴
ら
し
い
会
報
だ
と
感
じ
な
が
ら
毎

回
拝
読
さ
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。我
々
、砺
波
市
交

通
安
全
協
会
も
昭
和
23
年
11
月
に
設
立
さ
れ
て

以
来
、77
年
の
歴
史
を
有
し
、現
在
は
21
支
部
が

市
民
と
と
も
に
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
当
協
会
は
、「
ゆ
ず
り
あ
う
心
で
ひ
ろ
が
る
無
事

故
の
輪
」の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、県
民
運
動
の
基

本
で
あ
る「
３
ア
ッ
プ
運
動
」（
マ
ナ
ー
u
p
、チ
ェッ

ク
u
p
、ラ
イ
ト
u
p
）を
通
じ
て
富
山
県
内
の
信

号
機
の
な
い
横
断
歩
道
に
お
け
る
一
時
停
止
率
が

31
･
６
％（
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
Ｆ
調
査
）と
全
国
平

均
よ
り
著
し
く
低
い
な
ど
の
市
民
の
生
命
を
脅
か

す
よ
う
な
事
例
に
対
応
す
る
運
動
な
ど
を
展
開

し
て
い
ま
す
。ま
た
、道
路
交
通
法
改
正
に
よ
り
自

転
車
を
含
む
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
交
通
ル
ー
ル
の
徹

底
、自
転
車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
な
ど
若

年
層
に
対
し
て
の
広
報
啓
発
活
動
も
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
活
動
の
取
組
み
の
一
環
と
し
て
次
世
代
に

繋
ぐ
活
動
と
し
て
、令
和
７
年
夏
の
交
通
安
全
県

民
運
動
期
間
中
に
、砺
波
市
立
庄
東
小
学
校
に
お

い
て
、庄
東
小
学
校
、般
若
中
学
校
の
両
校
全
校
生

徒
が
一
堂
に
会
し
、「
小
学
生
か
ら
中
学
生
へ
、中
学

生
か
ら
大
人
へ
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
合
同
交
通

安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
れ
は
若
年
層
の

交
通
安
全
意
識
の
向
上
と
次
世
代
へ
の
継
承
を
目

的
と
し
た
画
期
的
な
取
組
み
で
し
た
。交
通
安
全

教
室
で
は
交
通
安
全
教
育
車
の
体
験
に
加
え
、般

若
中
学
校
の
サ
イ
ク
ル
安
全
リ
ー
ダ
ー
の
２
名
が

小
学
生
に
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
を
指
導
し
ま

し
た
。更
に
、生
徒
た
ち
は
地
区
別（
８
地
区
）に

分
か
れ
、電
子
黒
板
や
グ
ー
グ
ル
マ
ッ
プ
を
活
用
し

て
、中
学
生
か
ら
小
学
生
に
通
学
路
の
危
険
個
所

を
具
体
的
に
説
明
し
、注
意
点
を
分
か
り
易
く
伝

え
ま
し
た
。最
後
に
小
学
生
か
ら
中
学
生
へ
、そ
し

て
中
学
生
か
ら
大
人
へ
と
リ
レ
ー
形
式
で
交
通
安

全
宣
言
を
行
い
、次
世
代
へ
の
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
と
リ
レ
ー
が
実
現
し
ま
し
た
。体
験
型
の
教

育
を
通
じ
て
子
供
達
が
自
ら
の
命
を
守
る
行
動
を

学
び
、そ
の
意
識
が
家
庭
や
地
域
に
波
及
す
る
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。こ
の
様
な
新
し
い
活

動
の
試
み
を
交
え
な
が
ら
砺
波
市
の
交
通
事
故
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
一
方
、当
協
会
の
多
岐
に
わ
た
る
交
通
安
全

活
動
は
、長
年
に
わ
た
り
市
民
か
ら
の
賛
助
金
や

協
力
金
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
き
た
事
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、社
会
環
境
の
変
化
に
伴
い
、賛

助
金
や
協
力
金
の
減
少
傾
向
は
、協
会
の
活
動
継

続
を
脅
か
す
重
大
な
危
機
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。交
通
安
全
と
い
う
公
益
性
の
高
い
事
業
を
安

定
的
に
継
続
す
る
た
め
に
財
源
の
多
様
化
と
組
織

基
盤
の
強
靭
化
が
不
可
欠
と
考
え
て
い
ま
す
。当

協
会
で
は
財
務
の
透
明
性
を
図
り
、賛
助
金
や
協

力
金
が
具
体
的
な
交
通
安
全
活
動
に
活
用
さ
れ

て
い
る
事
実
を
明
確
に
訴
求
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、当
協
会
の
広
報
紙「
と
な
み
交
通
安
全

だ
よ
り
」に
企
業
協
賛
金
を
活
用
し
た
り
、砺
波

市
が
行
っ
て
い
た
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
事

業
の
事
務
の
一
部
を
委
託
頂
い
た
り
す
る
な
ど
多

様
な
財
源
の
確
保
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
砺
波
市
交
通
安
全
協
会
は
、砺
波
警

察
署
、砺
波
市
、市
内
各
自
治
振
興
会
な
ど
関
係

各
機
関
、団
体
の
皆
様
方
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

「
安
全
、安
心
な
砺
波
市
」と
な
り
ま
す
よ
う
に
市

民
の
皆
様
と
と
も
に「
交
通
事
故
ゼ
ロ
」を
目
指
し

て
交
通
安
全
活
動
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
か
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

砺
波
市
交
通
安
全
協
会

　
　
　
　会
長坂

本 

吉
隆

令
和
７
年
度
交
通
安
全
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
富
山
県
交
通
安
全
県
民
大
会
の
開
催

交
通
栄
誉
章
「
緑
十
字
銅
章
」
表
彰
（
交
通
安
全
功
労
者
・
優
良
安

全
運
転
管
理
者
・
優
良
運
転
者
）
の
受
賞
者
代
表
に
翠
田
章
男
富
山

県
交
通
安
全
協
会
会
長
よ
り
表
彰
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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